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　学習塾の生徒数拡大には、二つの考え方があります。

水平展開と垂直展開です。簡単に言えば、水平展開は、

校舎数を増やしていくことで、全体の生徒数を上げてい

くというものです。垂直展開は、指導する学年を下と上

に伸ばして、１校舎の生徒数を伸ばしていくというもの

です。

　どちらから行うのが良いかは、塾長の考え方と経験値

によって違いますが、基本的には、水平展開をある程度

した後に、垂直展開をしていくことです。ただ、水平展

開は、経営力が必要になるため、ノウハウを持っている

コンサルタント等とともに行っていくことが近道です。

しかし一方で、昨今は不確実性がどんどん増しているの

で、垂直展開の方が、リスクは少ないと思います。今在

籍している中学生を、高校部へと継続させればよいので

すから。

　そこで今回は、高校部への垂直展開を考えてみます。

まずは、データから見てみます。

　文部科学省の「令和３年度子供の学習費調査」によれ

ば、高校生の学校外活動費が年々増えています。特に令

和３年は、前回調査（平成30年）から、高校３年間の平

均額が約３万円も伸びているのです。

　学校外活動費のうち、学習塾などの費用に当たる補助

学習費は、公立高校の１年生で、年間約13万円。２年

生で年間約15万円。３年生で年間約23万円です。この

金額を、公立中学生と比較してみます。公立中学１年生

で年間約20万円。２年生で年間約25万円。３年生で年

間約45万円となっています。つまり、高校生の補助学

習費は、まだまだ伸びるはずなのです。中学生並みの投

資が可能ではないかと思います。
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＜高校継続活動をスタートする最後の時期＞

　最後に、高校継続をするための仕掛けですが、高校生

コースを一つに絞ることです。学校評定向上コースのよ

うなものに絞るのです。中学生の内申対策コースのよう

なものです。昨今の大学入試は、年内入試が半数以上に

なっているので、ここに焦点を当ててください。

　そして、生徒にも、保護者にも、高校生になっても塾

で勉強する意味を徹底的に伝えることです。高校受験の

入試特訓が、９月から始まっていると思います。ぜひ、

入試特訓の毎回の意識づけの時に、徐々に高校生活の話

をし、高校３年間の意義を伝え、高校からどう進学する

のかを考えさせ、高校での勉強の意味を生徒に理解させ

るのです。また、保護者には、保護者会や面談で明確に

伝えてください。明確に伝えなければ、保護者の意識は

変えられないはずです。高校生は、塾に行かなくても良

いはずという意識を変えることです。この時期から高校

継続の活動をするのが、ギリギリです。ぜひ、高校継続

に取り組んで、垂直展開をしてください。１校舎での人

数を増やしていくことが、この時代、非常に大切なこと

です。

【編集後記】

中土井の講演が決定！

11月５日（日）【大阪＆オンライン同時開催】

「JEC学習塾経営セミナー」

本メルマガ著者・中土井が代表理事を務める、一般社団法人 日本
教育コンサルタント協会（JEC）が「JEC学習塾経営セミナー」を大
阪で開催いたします。前回同様、オンラインでも参加いただけます。

2023年度第２回セミナーテーマ

「これからの時代に求められる理想の学習塾とは！」

今回は、３つの講演＋シンポジウムの形式でJEC認定教育コンサル
タントたちが、時代の変化を乗り切る塾経営を提言いたします。

皆様 11/５（日）は、スケジュールの確保をぜひよろしくお願いいた
します！

詳しいご案内とお申し込みは下記URLからお願いいたします。

https : / /kyoiku-saisei .com/JECseminar/



学びに新しい「挑戦」と「視点」を。 vol.200　2023年9月号

数字でみる学習塾経営・業界のトレンド vol.103

　秋は「検定」のシーズンですね。

　検定と言えば、われわれになじみの深いのは英検、数

検、漢検でしょうが、それぞれの主催者のHPを眺めて

みると、英検と数検は９月末から 10月にかけて、漢検

は 10月に検定日が設定されています。

　

　こうした検定の受検者がどのくらいいるのか、ご存じ

でしょうか。

　2022年度の受検者数です。

　コロナ禍中で、受検会場のような人混みが敬遠されて

いたにもかかわらず、すごい数ですね。数検は少なく見

えますが、算数・数学は苦手というヒトが多い中でこの

数は驚異的と言ってもいいかもしれません。

　なんでこんなに多いのか。

　こと中学生に関しては、明光義塾を展開する（株）明光

ネットワークジャパンがこの夏、面白い調査を行って

いますので紹介しましょう（有効回答数：中学生の子ど

もを持つ全国の保護者 1,000名／調査期間：23年７月

27日～８月１日／調査方法：インターネットリサーチ

調べ）。

あなたは将来お子さまが就職するにあたり、

資格は必要だと思いますか？（n=1,000、 単一回答方式）

必要だと思う ・・・36.2％

どちらかというと必要だと思う・・・40.6％

どちらともいえない ・・・16.8％

どちらかというと不要だと思う・・・ 1.9％

不要だと思う ・・・ 1.8％

わからない ・・・ 2.7％

◇英　検 ・・・・・・・ 420万 5千人

◇数　検 ・・・・・・・ 33 万 5 千人

◇漢　検 ・・・・・・・ 153万 6千人

　中学生の保護者の 76.8％が「どちらかというと…」を

含め「必要だと思う」と答えています。

　現代社会は能力主義社会（メリトクラシー）だと言われ

ています。「能力を持つ者」、つまり「何かできる力があ

る者」が評価され、より多くの報酬を得るのが当然と考

えられている社会ということです。

　が、この「能力の有無」を判断することはなかなかに難

しい。

　そこでいま、もっとも客観的な指標として活用されて

いるのが「学歴」や「学校歴」であり、「資格」です。

　実社会で活躍されている保護者の皆さんはこのことを

身に沁みてご存じなんですね。

　だからこそお子さんたちには、まずは「資格」を取得し

てほしいと考えているのでしょう。

　加えて、英検、数検、漢検の上位級取得者は、高校入

試や大学入試において優遇される場合の多いこともご存

じのはずです。

　では、実際にはどれくらいの中学生が資格を持ってい

るんでしょうか。同調査によると…。

あなたのお子さまは資格を取得していますか？
（n=1,000、 単一回答方式）

取得している ・・・46.6％

取得していない ・・・53.4％

　中学生 1,000人のうち466人がなんらかの資格（うち

英検は 295人／取得者の 63％）を持っています。

　相当な割合ですね。

　ついでに、そうした資格保有者が資格の取得に際して

やっていた勉強の方法をみておきましょう。

お子さまの資格取得方法について教えてください。
（n=466、 複数回答方式）

自主学習 ・・・・・・・・・75.3％

塾・習い事 ・・・・・・・・・47.9％

オンライン学習 ・・・・・・・・・14.2％

その他 ・・・・・・・・・ 2.8％
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PS・コンサルティング・システム　
小林　弘典

主催 イベント名 開催地 日付 会場 フォーム

九州 学習塾支援セミナー＆教材展示会 福岡 10月17日（火）10：00～14：00 福岡国際会議場

関西 学習塾専用セミナー＆教材展示会

姫路 10月17日（火）10：00～14：00 アクリエひめじ

神戸 10月18日（水）10：00～14：00 神戸国際会館

大阪 10月30日（月）10：00～14：00 AP大阪茶屋町

中四国 学習塾専用セミナー＆教材展示会

福山 11月６日（月）10：00～14：00 福山まなびの館ローズコム

山口 11月７日（火）10：00～14：00 KDDI維新ホール

松山 11月８日（水）10：00～14：00 松山市総合コミュニティセンター

広島 11月９日（木）10：00～14：00 広島県立総合体育館

岡山 11月10日（金）10：00～14：00 岡山コンベンションセンター

※各イベントは事前申込等が必要な場合があります。イベント詳細は、二次元コードから申し込みフォームをご参照ください。

　やはり「塾・習い事」が多いようです。

ご覧の通りもっとも多いのは「自主学習」ですが、複数回

答ですから「自分でもちゃんと勉強した」と答えるのは当

然で、「塾・習い事」「オンライン」「その他」を利用せずに

「完全独学」で受検したという中学生はおそらく１割強と

いったところでしょう。

　ところで、少々話題がそれますが、とくに英語に関し

て触れておくと、英検受験などに際してよく利用されて

いる「英会話スクール」や「英語塾」の評判はさほど良くな

いようです。

　（株）エンライクが運営している「じゅけラボ Onlineイ

ンターナショナルスクール JOI」がこの６月、事前調査

で「子どもが英会話スクールまたは英語塾に通っている

（通っていた）」と回答した埼玉県の男女330人と広島県

の男女272人を対象に行った調査の結果を眺めてみま

しょう（「英会話スクールや英語塾の効果に関するアン

ケート」埼玉県版公表８月30日、広島県版公表９月13

日）。

　どういうわけか埼玉よりも広島の保護者の方が評価が

厳しいようですが、それはさておき、６割以上の保護者

が満足しているのは埼玉の「聞き取る力」だけ。残りは満

足している保護者が４割から５割しかいません。

　うーん、ちょっと考えてしまいますね。

　英会話スクールや英語塾に入会するヒトは多いけれ

ど、途中で退会するヒトも非常に多い。

　よく聞かれる話です。

　われわれ学習塾でも英語はメイン教科の 1つです。

　他山の石として、どうすれば学習効果が生まれるのか、

指導方法を真剣に考えてみる必要がありますね。

英会話スクールや英語塾に通った結果、

お子さまの英語力はどうなりましたか？

埼玉 広島

１．英語を話す力 52.8％ 40.8％

２．英語を書く力 55.8％ 40.4％

３．英語を読む力 58.2％ 48.2％

４．英語を聞き取る力 64.5％ 54.0％

（％は、「伸びた」「やや伸びた」「どちらでもない」「あまり

伸びなかった」「全く伸びなかった」「わからない」のうち、「伸

びた」「やや伸びた」の合計）


